
「観光」ではなく、「暮らす」を体験する。 
 

いわき市の「オーダーメイド型お試し移住体験」がスタート 

魅力的なゲストハウスを拠点に、地域の人と出会い、まちの日常に入っていく。東京の「ス

ナックいわき」とともに、いわきとの新しい関係をつくる。 

株式会社やまと（福島県いわき市、代表取締役：北林由布子）はいわき駅前のGuestHouse＆Lounge 
FARO iwakiを事務局とし、福島県いわき市と共に「オーダーメイド型お試し移住体験」事業を実施して
います。 

本事業では、いわき市内の魅力的なゲストハウスと連携し、参加者一人ひとりの「いわきでやってみた

いこと」「会ってみたい人」「知りたいこと」に合わせて滞在を組み立てる、オーダーメイド型のお試し移住

体験を実施しています。 

 

 

大きな特徴は、単にゲストハウスに宿泊するだけではなく、ゲストハウスのオーナーが地域への入口と

なり、その土地で暮らす人や地域の活動につないでいくこと。 



その地域をよく知るオーナーのアテンドでまちを歩き、地域の人と出会い、食事をしたり、仕事や活動の

現場を訪ねたり。ただの滞在では体験できない「人と人とのつながり」や「地域の日常」に触れることが

できます。 

さらに、東京など都市部でいわきに関心を持つ人と地域をつなぐ場として「スナックいわき」（企画・運営；

株式会社ALL IS NEW　本社：福島県いわき市、代表取締役：吉田直哉）も連携して展開。 

 

「まずは人と出会う」→「お試しでいわきで暮らしてみる」→「またいわきに関わる」 

そんな段階的な関わりをつくりながら、移住だけにとどまらない「関係人口」の創出を目指します。 

 

 

 



観光では見つけられない、「暮らしてみたい」が見つかる 

「いわきに移住してみたい」と思っても、いきなり仕事や住まいを変えるのは簡単なことではありません。

一方で、観光で訪れるだけでは、実際の暮らしや地域の人との関係まではなかなか見えてきません。 

そこで、いわき市と株式会社やまとが進める「オーダーメイド型お試し移住体験」では、参加者自身の興

味や関心を起点に、いわきでの時間を一緒につくります。そして、その時間を支えるのが、市内の魅力

的なゲストハウスと、そこを運営するオーナーたちです。 

ゲストハウスは、「泊まる場所」ではなく「地域への入口」 

いわきには、それぞれの地域に根を張り、地域の人や暮らしを知るゲストハウスがあります。今回のお

試し移住体験事業では、こうしたゲストハウスと連携。参加者は、地域をよく知るゲストハウスオーナー

のアテンドによって、その土地の日常へと入っていきます。 

たとえば、 

●​ 地域の人と一緒に食事をする 
●​ 地元で活動する人を訪ねる 
●​ 地域の仕事や事業を見学する 
●​ まちを歩きながら、地域の歴史や暮らしを知る 
●​ 地域のイベントや活動に参加する 
●​ 移住者や地域で暮らす人の話を聞く 

など。 

もちろん、参加者が「会ってみたい」「やってみたい」と思ったことをもとに、滞在場所や内容を組み立て

ていきます。 

ゲストハウスに泊まることが目的なのではありません。 

ゲストハウスを拠点に、そこから地域へ出ていき、そこで暮らす人と出会う。その中で、「このまちには、

こんな人がいるんだ」「こんなつながりがあるんだ」という発見が生まれます。それは、ホテルや一般的

な観光旅行ではなかなか得られない体験です。 

「場所」ではなく「人」を通して、その地域を知る。 

それが、いわき市のオーダーメイド型お試し移住体験の大きな特徴です。 

 

「移住するかどうか」だけではない、お試し移住体験 

お試し移住体験というと、「将来的に移住する人のための制度」と思われがちです。しかし、この事業が

目指しているのは、移住者を増やすことだけではありません。いわきで過ごした数日間をきっかけに、 

「またあの人に会いに行きたい」 

「今度はあの地域のイベントに参加してみたい」 

「いわきでこんなことをやってみたい」 



「仕事ではなくても、何か関わってみたい」 

そんな気持ちが生まれることも、大切な成果のひとつです。移住する・しないの二択ではなく、「関わり方

は人それぞれ」。一度訪れるだけだった人が、何度も訪れる人になり、地域の人と友人になり、仕事や

プロジェクトで関わるようになる。その先に、移住という選択肢が生まれるかもしれません。 

 

東京で「いわき」と出会う。「スナックいわき」というもう一つの入口 

その取り組みのもう一つの柱が、「スナックいわき」(https://snack-iwaki.com)です。毎回いわき市内で
活躍するプレイヤーがママ・マスターとしてカウンターに立ちます。スナックいわきは、東京でイベントを

開催することがゴールではありません。東京でいわきの人と出会い、その人を通して、これまで知らな

かったいわきという地域が少し身近になる。そして、またあの人に会いに、いわきへ行ってみる。移住す

るか、しないかだけではなく、遊びに行く、誰かに会いに行く、仕事で関わる、何度も通う、二拠点で暮ら

す。 

地域との関係には、さまざまな形があります。人との出会いから、地方との関係を少しずつ編み直して

いく。東京で生まれた小さなつながりを、いわきとの継続的な関係へ。スナックいわきは、そんな場所を

目指します。 

 

「スナックいわき」と「お試し移住」。2つの入口から、いわきとの関係をつくる 

都市部で開催する「スナックいわき」と、実際にいわきで暮らしを体験する「オーダーメイド型お試し移住

体験」。一見すると異なる2つの取り組みですが、目指している方向は同じです。 

「いわきに関心を持つ人と、地域との接点を増やすこと」。 

「スナックいわき」で、いわきの人と出会う。そこで生まれた「もっといわきを知りたい」という気持ちを、実

際の滞在につなげる。いわきでは、ゲストハウスを拠点に、地域の人と出会い、まちを歩き、地域の日

常を体験する。 

そして、その出会いが、また次の訪問や新しい関わりにつながっていく。 

都市での「出会い」と、地域での「体験」。 

この2つを両輪として、移住だけに限らない、いわきとの多様な関わり方を増やしていきます。 

 

「住む」前に、「関わってみる」という選択肢を 

移住は、人生の大きな決断です。 

だからこそ、いきなり「移住するか、しないか」を決める必要はありません。 

「ちょっと気になる」​
「一度、暮らしてみたい」​



「面白そうな人に会ってみたい」​
「自分にも何かできるかもしれない」 

そんな小さなきっかけから、地域との関係が始まってもいい。 

人と出会い、地域を知り、実際に暮らしてみる。 

そして、そこで生まれたつながりを、次の訪問や新しい関わりへとつないでいく。 

株式会社やまとでは、いわき市とともに、そんな「移住の手前」にある多様な地域との関わり方をつくり

ながら、いわきとの新しい関係を育てていきます。 

2026年度「オーダーメイド型お試し移住体験」概要 

事業名：​
いわき市「オーダーメイド型お試し移住体験」事業 

実施主体：​
いわき市役所いわきとつながる課　いわき移住定住支援センター事務局　 

運営：​
株式会社やまと　GuestHouse＆Lounge FARO iwaki 

内容：​
参加者一人ひとりの興味・関心・目的に合わせ、いわきでの滞在プログラムをオーダーメイドで企画。ゲ

ストハウスに滞在し地域の人との交流や仕事、暮らし、自然、まちの日常などを体験しながら、いわきで

の暮らしを具体的にイメージしてもらう。 

滞在期間：​
4～14泊程度 

対象：​
いわき市への移住や二地域居住、地域との継続的な関わりに関心のある方など 

※募集時期・参加条件・費用等の詳細は、募集ページをご確認ください。

https://iwaki-iju.com/local_stay.html 

 

株式会社やまとについて 

株式会社やまとは、福島県いわき市平の中心市街地で、イタリアンレストラン「La Stanza」
https://www.stanza.jp/と、ゲストハウス＆ラウンジ「FARO iwaki」https://faro-iwaki.jp/ 

を運営しています。 

2004年にオープンした「La Stanza」は、いわきの生産者とのつながりを大切にしながら、地元で生産さ
れた食材を積極的に料理に取り入れてきました。生産者を訪ね、顔の見える関係を築きながら、地域の

食の魅力を伝えています。 

2020年には「La Stanza」の下階に「Guest House & Lounge FARO iwaki」をオープン。FAROは、単に
宿泊するための場所ではなく、「いわきの人と暮らし、物語がつどう」場所。1階のラウンジには、宿泊者

https://iwaki-iju.com/local_stay.html
https://www.stanza.jp/
https://faro-iwaki.jp/


だけでなく地域の人も訪れ、カフェやイベント、ポップアップストアなどを通して、さまざまな人や地域の

物語が交わる場となっています。 

「FARO（ファロ）」は、イタリア語で「灯台」を意味します。旅する人、地域に暮らす人、地域の食や文化、
そこで生まれる新しい出会い。さまざまなものが集まり、語り合い、次に進む方向を見つけられるような

「まちの灯台」でありたい。そんな思いから、この場所を運営しています。 

こうした宿泊・飲食の場を通じて培ってきた、地域の人とのつながりや、地域の日常に触れる場づくりの

経験を生かし、いわき市から委託を受けた「オーダーメイド型お試し移住体験」に取り組んでいます。 

宿泊施設を「泊まる場所」で終わらせず、そこを起点に人と人が出会い、地域との関係が生まれていく。 

株式会社やまとは、「人に会いに行く」「地域の日常に入ってみる」という旅の先に、新しい関係が生ま

れることを大切にしながら、いわきと訪れる人との新しい接点をつくっています。 

 

 

お問い合わせ 

株式会社やまと​
オーダーメイド型お試し移住体験事務局​
GuestHouse＆Lounge FARO iwaki（担当；北林）​
TEL.0246-25-7188（11：00～17：00）​
事業HP；https://iwaki-iju.com/local_stay.html​
事業に関するお問い合わせ；iwakikurasutabi@gmail.com 

 

https://iwaki-iju.com/local_stay.html
mailto:iwakikurasutabi@gmail.com
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